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蚕　　　Q

絶滅が危惧される越後の植物：
ハマナス、オミナエシ、サネカズラ、トケンラン

石沢進

ハマナス：佐渡郡相川町達者　1998530

オミナエシ：水原町大日原　1997911

オミナエシ：水原町大日原　1997911

サネカズラ：新津市金津　199711　11　　　　　　　　トケンラン：佐渡金井町新保　198764
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　　　植物が絶滅する要因には、いろいろの場合があり、その　　　キナグサ、キキョウなどがあげられる。

　　理由を明確にして保護の対策を立てる腰がある・しかし・　サネカズラは、県内でも数箇所にしか分布していない稀

　　多くの場合その姻は鞭ではなく灘に絡み合って絶滅　産の種である．もともと暖温帯の種であるから、南の県で

　　に追いやられることになっている。　　　　　　　　　　　　は極く普通の珍しい種でない。一般に暖温帯の種は北地で

　　新潟県における絶滅危惧種の選定を行い・それぞれの種　は、生育が稀になり、生育出来ない限界に達する．サネカ

　　について危惧される要因の検討を行う時期にある。今回集　　　ズラはその一例であり、新潟県においては稀産の種とみな

　録した前頁ハマナス・オミナエシ・サネカズラ・トケンラ　される．そのよう蠣はその生育±也を改変しないで、自然

　　ンについても絶滅に至る要因が異なると考えている。　　　　　の状態で保っていると結構長い間、生き続けることができ

　　ハマナスは・海浜植物であり・海岸の砂丘に結びついて　　　る。しかし、とかく「珍しい」と評価が指摘されると、そ

生活している・その種が緻の方向に進行し・個体数を減　の生育地から移植してみたいという人の心理が働き、生育

少させている・その背景には・燗の生醐の拡大が主な　地の繊にっながることカ・植物にはよくある現象であり、生

要因として指摘できる・新潟県は海岸勧長い県として知　育地の公表を控える場合が多い．一方生育地がはっきり解

られ・海岸線を自動車で走つ鮪なかなか県内から脱出で　らないと、睡蠣が生えているとは知らなかったという

きない緻を持っている人が多し・と思う・それほど長い海　ことで、、⑳蜻士也が一瞬にして知れてしまうこともあ

岸線を有する新潟県には・灘砂丘繊っており・海浜植　る．稀醜の詳しい産地の公表には、その2面があって苦し

物が多く茂っていると考撫彫で軽・しか9・北から南　むどころである．「珍しい植物に危害を加えると綴する」

　の整備、高波を避ける護岸主事、．魯貞薙ρ捕獲レて搬入す　　　惧種には、このように県内では稀産の種が多く含まれると

　る湾岸整備と次々と無計画に自然の海岸線が消失している　　　予想している。

　のが現実の姿である。一昨年まで綺麗な瀬波海岸の自然豊　　　　トケンランは上記の稀産の場合と共通し、生育地の詳し

劣灘蒙鑑繍騒櫨騰馨㌶・墾織灘毒鵬灘馨翻灘灘
　っ：『、，t，然抹態の砂丘に生育して！・る海浜植物は次から次　　一る傾向にあるが、野生のラン科植物の収集に関心を持って

Aee¢数縁らしている・ハマナスを1まじめ・セナミス・いる人が多く、クマガエソウ、アッモリソウといった大き

ミヒ：・で’マベンケイソウ・’ハマ・・コベ・ハマエンドウ・ハ　く購な花を咲力・せる種は、自生地から抜き取られて、あ

マゼソ・：　1．“，pウドテンツキなど多くの軸1がある・’　る場所から全滅するという場合も珍しくない．自分の近く

　　オザエシ1ま・山地の草原に生育している植物で・秋の　で育てて楽しむという人の，C，理は、特に日本人に多いよう

七草穿つとして・古来より親しまれてきたカ・・近年山地　にも思うが、それを止める手段が、現状ではない状況にあ

です・・かり見られなくなっている・8月のお盆の醐に纏　る．「自然を大切に」とし・うことは、騨であるが、多くの

に徹る花とし9・欠かせない植物であったが・最近では　場合どの様なところを大切にしなければならないのか、実

野生¢’も嘩採取して纏に飾れるほどに群生していると　態の把勧しで、看板1こかかげたり、支章に書いたり、言

ころは・県内では皆無と言ってもよい・カ・つて多数みられ　葉で表現したりすることカ・多い．ある地域で細々と生活し

た植物が減少している要因の一つには・草地の減少があげ　ている渤游在しこそれに改変を加えるとその場から姿1

られる・5°年ほど前には家畜の鵬に山地の草を刈りって飼　を消してしまうので、それを避けるには、どのようにすれ

糀して使肘ることで・草地が繍されし・た・また・カ　ばよいか、知蕊しeg’り保護の方策さぐる心掛が鰭して、

ヤを使った屋樋きの習慣があり・カヤ場と称して草地を　「自然を大切に」と1いう段階に住民の餓の確立ができれば、

守ってきたが・最近では・山地で草を刈る作業がほとんど　無闇に生育地から植物を持出すことがなくなると考えても、

なくなり・かろうじて道路沿いの草を刈ることもあるが、多　　　る。

くの場合・人工的な方法では手数がかかりすぎるので・か　躍な植物が生えているならば、それを移植して保全し

なり強烈な除草剤を櫛するので・ところ‘こよっては道路　たらよい砺蘇という発言もよく聞く．ある地域に細々

沿いが裸地化して・草も生育していないところさえある・人　と生育しているζ，檸態が、’砂植物にとっての生育条イ牛

壬飼料や新建材の普及により・山地の草の利用がほどんど　　であるのに、移植をしてそれと全ぐ同じ条件を作り出すこ

行われなくなってきでいる。昔の里山は人の利用によって　　　とは、多分現在の人の力では蕪理であろう。貴重な植物が

讐簾講燕鵬簾力灘装1謝継皇擬鑛難ρまま残す方向で取
る・そのような状況で生存し続けた植鱗あり・その利用．、，薩種とその保護の問題は、トキを保護しようという考

方法の変化によって繁殖できない騒へと変イヒ．してしまっ’，・L｛’えかたと共通する1まずであり、2…纏迎えたことでもあ

たと翻され多・人との生活の習慣に係わり合いを持って　り、これからの将来、燗と野生の植物との関係は「野生

山地に生育して！’たとみられる一例力5’・オミナエシであり・　渤に醐してヒトカ・生きて行く必要がある」という謙

燈舞溜鼎灘縢鵬灘奪鴛人一入が一般の人々に普及して頂きたいと念願し


